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平成15年３月24日訓令第11号 

六ヶ所村建設工事競争入札参加者資格審査事務処理要領 

（趣旨） 

第１条 六ヶ所村建設工事の競争入札に参加する者の資格等に関する規則（平成15年規則第13号。以

下「規則」という。）に基づく競争入札の参加者の資格審査の事務処理は、この訓令の定めるとこ

ろによる。 

（資格審査の申請） 

第２条 競争入札参加資格審査申請書（以下「申請書」という。）は、資格審査を受けようとする年

の１月15日から２月15日までの間に申請させるものとする。 

２ 申請書を提出するときは、次の各号に掲げる書類を添付させるものとする。 

(１) 経営事項審査結果通知書の写し 

(２) 工事の営業に係る許可又は登録の証明書 

(３) 登記簿謄本（個人の場合は、営業を証する書面とする。以下同じ。） 

(４) 営業所一覧表 

(５) 工事経歴書 

(６) 技術職員調書 

(７) 納税証明書（直前年度における所得税、法人税及び消費税並びに直前における地方税（地方

税法（昭和25年法律第226号）第４条第２項第１号から第３号まで、第５条及び第734条に規定す

る普通税及び目的税（これらの規定を準用する場合を含む。）に限る。）。以下同じ。） 

(８) 証明書の写し 

ア 建設業退職金共済組合加入履行証明書 

イ 建設業労働災害防止協会加入履行証明書 

ウ 法定外建設労動災害補償制度加入証明書 

エ 社会保険料（健康保険・厚生年金保険）納付書・領収書 

オ 技術職員の証明書（建設業法（昭和24年法律第100号。以下「法」という。）第７条第２号ハ

又は第15条第２号イに該当する職員であることを証する書類） 

カ 印鑑証明書 

キ 身分証明書（法人にあっては不要。以下同じ。） 

(９) 使用印鑑届 

(10) その他村長が必要と認める書類 

（格付基準） 

第３条 格付けの審査は、規則別表第１の客観的査定要素及び規則別表２の主観的査定要素の審査結

果を総合して得た総合審査数値を基準点数とするとともに、有資格技術職員数による基準により行

うものとする。この場合において、当該総合審査数値に小数点以下の端数がある場合は、当該端数

を切り捨てるものとする。 

２ 有資格技術職員数による基準は、六ヶ所村建設業者等級審議会において別に定める。 

３ 前項の基準は、六ヶ所村建設業者等級審議会において定めた後、遅滞なく公表するものとする。 

（等級別格付基準点） 

第４条 前条の総合審査数値に基づく等級別格付基準点数は、六ヶ所村建設業者等級審議会において

別に定める。 

２ 等級別格付基準点数は、六ヶ所村建設業者等級審議会において定めた後、遅滞なく公表するもの

とする。 

（客観的査定要素） 

第５条 客観的査定要素は、法第27条の23第１項の規定に基づき、国土交通大臣又は県知事が行う経

営に関する客観的事項の審査の結果によるものとする。 

（主観的査定要素） 

第６条 主観的査定要素は、次によるものとする。 

(１) 村の発注する建設工事（法第２条第１項に規定する建設工事をいう。以下「工事」という。）

の工事種類別工事成績及び工事経歴 

(２) 建設業労働災害防止協会への加入 
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(３) ＣＯＨＳＭＳの評価取得又はＯＨＳＡＳ18001の認証の取得（労働安全衛生マネジメントシス

テム） 

(４) ＩＳＯ9001の認証の取得（品質マネジメントシステム） 

(５) ＩＳＯ14001の認証の取得（環境マネジメントシステム） 

(６) 資格審査対象期間に受けた指名停止の期間 

(７) 消防団員協力事業所認定 

(８) 地域貢献活動 

(９) 環境整備活動 

(10) 障害者雇用 

(11) 女性技術者雇用 

(12) 新規学卒者継続雇用 

２ 主観的査定要素のうち工事種類別工事成績及び工事経歴の数値は、客観的査定要素の数値の30パ

ーセント以内とする。 

３ 主観的査定要素のうち工事種類別工事成績及び工事経歴の数値の算定は、次の基準によるものと

する。 

(１) 工事種類別工事成績 15点 

(２) 工事経歴 

ア 村工事請負実績額 10点 

イ 契約件数 ５点 

(３) 以上30点満点として評点し、その対象工事は、200万円を超える工事とする。ただし、随意契

約によるものを除く。 

４ 評点方法は、次の区分によるものとする。 

(１) 工事種類別工事成績 

工事成績の平均点 付与点数 

100点～96点 15点 

95点～91点 12点 

90点～81点 ９点 

80点～71点 ６点 

70点～60点 ３点 

(２) 工事経歴 

ア 工事請負実績額 

工事金額 付与点数 

50,000千円以上 10点 

30,000千円以上50,000千円未満 ８点 

15,000千円以上30,000千円未満 ６点 

10,000千円以上15,000千円未満 ４点 

10,000千円未満 ２点 

イ 契約件数 

件数 付与点数 

10回以上 ５点 

８回～９回 ４点 

５回～７回 ３点 

３回～４回 ２点 

１回～２回 １点 

(３) 主観的査定要素の数値の算式 
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(４) 前号の点数は、小数点以下を切り捨てるものとする。 

５ 主観的査定要素のうち工事種類別工事成績及び工事経歴以外の数値の算定は、次の基準によるも

のとする。 

(１) 建設業労働災害防止協会への加入 ５点 

(２) ＣＯＨＳＭＳの評価取得又はＯＨＳＡＳ18001の認証の取得（労働安全衛生マネジメントシス

テム） 10点 

(３) ＩＳＯ9001の認証の取得（品質マネジメントシステム） 10点 

(４) ＩＳＯ14001の認証の取得（環境マネジメントシステム） 10点 

(５) 資格審査対象期間に受けた指名停止の期間 １ヶ月につき－10点 （－50点が上限） 

(６) 消防団員協力事業所登録 ５点 

(７) 地域貢献活動 １件につき１点（５点が上限） 

(８) 環境整備活動 １件につき１点（５点が上限） 

(９) 障害者雇用 １人につき２点（10点が上限） 

(10) 女性技術者雇用 １人につき２点（10点が上限） 

(11) 新規学卒者継続雇用 １～３年目１人につき２点（10点が上限） 

（審査資料の作成） 

第７条 工事を所管する課等の長は、前条第１項に規定する工事について調査を行い、工事成績評定

書（別記様式）を作成するものとする。 

（格付資料） 

第８条 建設業者の格付けに関する資料は、次によるものとする。 

(１) 申請書 

(２) 工事成績評定書 

(３) その他格付けに必要な資料 

（格付けの決定） 

第９条 村長は、六ヶ所村建設業者等級審議会の審査を経て格付けを決定するものとする。 

附 則（平成27年３月30日訓令第３号） 

この要領は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年３月31日訓令第13号） 

（施行期日） 

１ この訓令は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この訓令による改正後の六ヶ所村建設工事競争入札参加者資格審査事務処理要領第６条第３項第

３号の規定は、施行の日以後に完成した建設工事から適用し、同日前に完成したものについては、

なお従前の例による。 
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別記様式（第８条関係） 

 


